県境を越えた広域観光連携のための新たな仕組みづくりと隠岐の観光振興および隠岐の総合振興策の検討についての提言
１　　大山・中海・宍道湖（・隠岐）圏域の広域観光連携に向けて、「広域連合」の創設とそのパートナーとしての中核NPO法人の育成（既存法人の発展的改組）し、以下のような取り組みを進めることを提言してきた
（１）　具体的には、両県共同事業を主体に「広域連合」を核にして観光振興施策を実施することとし、それぞれの県の単独事業は必要最低限に絞ること
（２）　観光振興については、広域連合、県、市町村はどうしても行政でなければできない必要最低限の仕事をし、あとはできるだけＮＰＯや民間に任せて、その活力を引き出す支援策の実施に徹すること（アウトプットで目標の設定管理をし、行政組織は簡素に、公務員数は大幅に削減）
（３）　これらを進めるに当たっては、特にＮＰＯや民間との関係を含めて観光協会や観光連盟のあり方などをゼロベースで見直すこと
２　　大山・中海・宍道湖・隠岐圏域は、それぞれの特色を生かしながら相互に連携して観光資源の発掘、開発、リニューアル、情報発信、宣伝を行い、地域の歴史、伝統文化、生活文化などに根ざした長期滞在型、リピーター育成型、交流居住型の観光振興を行うことが望まれる
３　　以上のような観点からの取り組みを促進するために、私はこの際遅れているＮＰＯや民間レベルでの本土側と隠岐の観光に関する抜本的連携強化を提案したい

４　　併せて隠岐の総合的振興策について、島根・鳥取両県や島内、島外の関係市町村、ＮＰＯ、民間企業、住民も参画の上、今一度真剣に検討を行わなければならない重要な時期に来ているのではないかと考える

（1） 観光や農林水産業、加工業などの産業の振興

（2） 交流居住や移住の促進

（3） 医療の確保

（4） 隠岐汽船等の航路確保問題

（5） 本土側も含めた広域連合制度の活用
